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１．研究の概要 

プロジェクト
名 

学級の授業改善につながる学びのユニバーサルデザインの実践 

プロジェクト 
期間 

平成２５年度 

申請代表者 
（所属講座等） 

納富 恵子 共同研究者 
（所属講座等） 

千々和 知子（北九州市立南小倉小学校） 

取組方法・取

組実績の概要 

 
平成２５年度は、申請者と教育委員会から本教職大学院に派遣された現職修了生が、米国の

研究機関CASTで開発されたガイドラインをもとに行った｢学びのユニバーサルデザイン｣に基づ
いた授業実践（UDL授業実践）の事例に焦点を当て、その効果やコンサルテーションを通じた
波及について学会や研究会で発表を行い、外部からフィードバックを受けることとした。 
また、その実践をより発展させるために以下の組織的な取り組みを行った。 
 

この研究の特色として 
・今後の教員養成の高度化の重要課題である、「特別支援教育」の大学院レベルの教育の成果の
一つである実践研究の1モデルとその発展について事例を通して検討した。 
・全国レベルの特別支援教育の推進のエキスパートである学外の当該分野の研究者からの第 3
者として評価を得ることができた。 
・理論と実践の融合を図るべく、実際の学校現場で行った実践を事例として整理し記述するこ
とで、教育現場に直接生かせるように、実践者が在籍する政令市教育委員会の教育論文として
報告を行い、その結果銀賞として評価された。 
・また、学びのユニバーサルデザインの理論と実践について概説論文を執筆しまとめた。 

 

研究成果の 
概要 

UDLの授業実践をより確実に高度化していくために、申請者と共同研究者で、福岡UDL実

践研究会を立ち上げ、定期的に研究会で授業実践のまとめや波及のための講習会を行うことに

した。 
 ８月１２日には、東京大学先端科学技術研究センター近藤武夫准教授を本学に招聘し、これ

まで小学校で行ってきた UDL 授業の実践およびコンサルテーションの授業事例について、成

果発表会を行い助言を受けた。助言により UDL 授業におけるテクノロジ-―活用の意義（即時

性、準備性）について再認識できた。 
 これをうけて、協力小学校で、共同研究者により電子黒板を活用した UDL 授業を実践し、

申請者が助言者として UDL 授業の意義について参加教員に解説した。また、2013 年 10 月 13

日に、日本ＬＤ学会第22回大会において、「学びのユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）」を授業に

活かす Part Ⅲ～多様な学びを実現するには？ 日・米からの実践報告～に対して申請者が指

定討論者として議論を深めた。14 日には、共同研究者と連名で、UDL 授業の実践へのコンサ

ルテーションについてポスター発表を行った。 
 今後の UDL 授業にテクノロジーを活用するために、障害のある児童生徒へのテクノロジー

活用に関するカンファレンスに参加し、情報収集を行った。 

 以上のように学校現場と連携を行いながら共同研究を行ったことから、UDL授業の実践が協

力校に広がり、協力校の学校教育論文で教育委員会から銀賞の評価を受けた。 
 さらに東京で開催された UDL 情報センター主催の研究会に、申請者と共同研究者が招聘さ

れ発表を行い、日本において UDL の実践で初めてエビデンスを出した研究であることを評価

された。申請者は、以上の実践をもとにUDLの理論と実践の概説論文を執筆した。 

http://harue.no-blog.jp/udlcast/ 
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